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１．三条市の産業の概要と問題
三条市は、新潟県のほぼ中央部に位置します。上越
新幹線「燕三条駅」と関越・北陸自動車道「三条燕イ
ンターチェンジ」の開通に伴い、首都圏及び関西圏と
の時間的距離は飛躍的に短縮されました。また近距離
の新潟市には新潟空港があり、関東及び関西圏に対し
ては一日経済圏にあります。さらにJR在来線では信
越線と弥彦線が、また国道では８号線・289号線・403
号線が走り、その他主要地方道と併せ交通体系は整備
され産業発展の基盤となっております。
約350年前、和釘の製造より始まった三条市の地場
産業は、今や金属関係を中心に、世界へ飛躍していま
す。先人のたゆまぬ努力と研鑽で培われた工業技術は、
多岐にわたっており、一貫した製品づくりが可能とな
りました。包丁・鋏などの利器工匠具類、作業工具、
建築金具、測定具、台所用品、園芸用品、農機具、住
宅機器、冷暖房機器、DIY関連品、厨房用品、レジャ
ー用品、家電用品、アウトドア用品、スポーツ用品、
インテリア用品など生活に関連する製品は品質、デザ
イン、機能とも優れ幅広い層から高い評価とご支持を
いただいております。
さらに自動車や農業機械・電子機器・家電機器・
OA機器等の部品加工も広く手がけており、まさに金
属加工を中心とした一大集積地を形成しモノづくりか
ら加工まであらゆるニーズにお応えできる環境が整備
されています。それら製品群や部品づくりを支えてい
る主な加工技術でも、鍛造、鋳物、機械加工、金型、
プレス加工、板金加工、切削・研削加工、パイプ・線
材加工、熔接、研磨、鍍金、塗装、着色、熱処理、レ
ーザー加工、プラスチック成形、セラミック加工、印
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刷・紙器加工、木工加工、食品加工など実に多種多様
な加工技術が集積しています。
このモノづくりのまちを拠点としながら地域産業の
発展をうながし、ひいては工業先進国日本の活性化に
貢献したいと考えているのが、組合員企業数も新潟県
の県央地域では最大規模の組織、「協同組合三条工業
会」です。協同組合三条工業会は組合員数504社を誇
り、そこには12682名の社員が働いています。業種は
利工具部門から機械加工部門、金型部門、化成品部門、
印刷紙器・特殊印刷部門等まで18の産業別部門で成り
立っています。
しかしながら、この地域では既存の製品分野の市場
が伸び悩んでいることや、中国をはじめとする生産の
海外進展による空洞化など、地場産業全体のパイが縮
小しており、事業所数・従業者数・製造品出荷額等が
漸減しております。こうしたなか、地域経済を活性化
していくためには、金属関連産業を中心とする地場産
業において、専門的なユーザのみならず一般消費者に
対しても三条産地の認知度の向上＝イメージアップを
図り、また、産地全体の競争力の強化により、海外も
含めた域外受注など商圏を拡大していくことが必要で
す。
２．越後ものづくりネットワークの構築
上記の問題の解決のために、我々はインターネット
に注目いたしました。インターネットの発展はまさに
めざましいものがあります。十年前にインターネット
が一般市民にここまで普及すると一体誰が予測出来た
でしょうか。今日、サーチエンジンで検索出来るサイ
トの数は企業や個人のHPを含めると文字通り星の数
ほどある、と言っても過言ではありません。「世界に
羽ばたく三条工業会」を目指す我々は、そのような時
流に乗り、メディア媒体としてのインターネットに早
期から着眼し、HPを立ち上げるべく取り組んで来ま
した。三条工業会として最初にHPを立ち上げたのは
2000年１月で、これは全国協同組合レベルで見てもか
なり早い方だと言えます。
そして今回、総務省の“eまちづくり”地域コンテ
ンツ活用による地域経済活性化事業の一環として、
「越後ものづくりネットワーク」を構築いたしました。
これは、三条工業会に加入している500社以上の企業
をすべてデータベースに収め、全組合員が加入するメ
ーリングリストを構築、さらに国内外より受注引合を
募り、全組合員に情報配信していく事で、様々なニー
ズに対応でき、高度の技術を提供する一つの集合体の
形成を狙いました。三条工業会をあたかもひとつの工
場として機能させるのです。
３．三条工業会越後ものづくりネットワークの構築に
ついて
3-1 事業の目的
１．魅力ある地場産業受注BtoBサイトの構築
による商圏の拡大と競争力強化、及び
CATV網等の情報通信基盤を活用し、地域
企業間の迅速かつ大容量情報の共有化を実現
し地域経済の活性化を図る。
２．『人財』の高度な結合の促進により地域の
競争力を強化する。
３．三条工業会外部からの情報伝達、また三条
工業会内部企業間の情報伝達スピードを上げ
る。
４．情報共有化により新たな企業間コラボレー
ションを推進する。
５．受注情報他各種情報の共有化により納期短
縮を実現する。
６．会員企業検索データベースをはじめとする
ホームページの英文化により海外からの受注
を確保する。
７．三条工業会をひとつの巨大工場と見立てた
技術情報広報により三条工業会全体のイメー
ジアップとPRを図る。
８．上記を達成することにより地域活性化を実
現する。
3-2 事業の概要（添付資料：2-1参照）
このサイトはオープンサイトとクローズドサイ
トに分かれています。まずオープンサイトからご
説明いたします。
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3-2-1 オープンサイトについて
（添付資料：1-3～1-7、2-2、2-3参照）
（ア）「見積もり依頼、発注等の引合用投稿窓口を
設置及び投稿情報の共有化システムを英文及び
和文にて構築する。」
これは三条工業会のホームページ上に見積もり
依頼、発注等の引合投稿フォームを設置しまし
た。投稿内容は投稿者の情報、引合の概略、引
合詳細のテキスト文及び図面などの添付ファイ
ルなどです。
受注引合投稿窓口から投稿された投稿内容は、
直ちに三条工業会組合員全員に電子メールで発
信されます。それを見て興味ある組合員はメー
ルに記されたアドレスをクリックする事により
詳細データを閲覧できます。また工業会事務局
に常駐いたします受注割付担当パッケジャーに
よって、関連組合員にダイレクトにネゴシエー
ションが行われます。その２つの手段により、
顧客の要望に応えられる組合員より、これは複
数の場合もありますが、メール等による直接や
り取りの後、見積りを作成し、投稿します。見
積りが成立した場合、発注者の終了操作により
投稿情報が過去ログに格納されます。その後は
顧客と該当組合員企業との間で直接取引きを行
います。
（イ）「地場企業技術情報データベース（和文・英
文）」
三条工業会所属企業を企業名、設備名、技術名、
製品名等で検索できるデータベースを構築しま
した。その内容は各企業によって更新可能であ
り、事務局による総合管理も可能です。
現在、越後ものづくりネットワークを見たとい
うことで、事務局へ直接のお電話などによる引
合も多数発生しております。その場合、事務局
ではこのデータベースを用いて、引合の具現化
可能企業を抽出し、マッチングを行っておりま
す。その流れの中からも多くの受注を受けてお
ります。その内容及び結果は組合員向けに、専
用掲示板で公開されています。
（ウ）「三条工業会技術情報広報ページの作成（和
文・英文）」
三条工業会を一つの巨大工場と見立て、その技
術情報を部門別に紹介しております。各部門別
イメージの配置、及び概要の紹介、また各部門
に所属する組合員の生産能力を総合し工業会全
体の生産能力として掲示しました。また三条の
産業、伝統、文化などに関する映像をブロード
バンド、ナローバンド向け別々に最適な形で配
信しております。各産業の映像が全部で18本掲
載されています。
3-2-2 クローズドサイトについて
（ア）「各部門別掲示板及び総合掲示板の作成」
部門別、又は組合員全体のメーリングリストと
連動する掲示板を作成いたしました。この掲示
板への投稿は該当掲示板に対応した部門別メー
リングリストで関係者に迅速に配信されます。
また過去の配信は全て掲示板に投稿として残る
ので、そのまま過去ログとして閲覧可能なので
す。組合員同士の新たなコラボレーションが期
待できます。
（イ）「工業会各種資料の掲示」
工業会の各種資料を組合員が閲覧できるように
種類別にデジタル化しサイトに掲示いたしまし
た。主に総代会資料、事業報告などですが、今
後、組合の情報誌である短信につきましても掲
載していきたいと思います。
（ウ）「大容量データ転送用FTPシステムの設置」
（添付資料：1-8、2-4参照）
このシステムは、E-MAILの添付機能を使わず
に、50MBくらいまでの大容量データを、必要
な相手に配信するシステムです。
メールでのデータ添付は何かと問題が多かった
わけですが、これによりプロバイダーなどによ
るサーバーの容量制限に関わらず、大容量のデ
ータをやり取りできます。仕組みをご説明いた
します。工業会組合員が組合員専用サーバーに
大容量図面データをアップロードします。同時
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にシステム側は受信者宛てに該当データの格納
フォルダが記載されたメールを発信します。そ
のフォルダー名を知る受信者のみが該当ファイ
ルをダウンロードできるシステムです。このフ
ォルダー名は全くユニークであり、受信後24時
間で完全に消去されます。昔のテレビドラマ、
スパイ大作戦のようになっております。
また、工業会のサーバーをNSコンピュータ内
に設置し、大容量バックボーンを使用すること
により、ブロードバンド時代に適応した高速デ
ータ通信が可能になりました。金型設計業や、
図面データをやり取りするメーカー、印刷業な
どには大変便利なシステムです。
４．情報の共有化
たとえば私の会社に新規製品の見積り依頼が来たと
します。その70％までは自社で出来るが、のこりの
30％が自社で出来ない場合、その工程が可能な外注を
探して来なくてはいけません。これは製造業を経営な
さっている皆様は経験されている事と思いますが、昔
は床屋さんで隣になったとか、飲み屋さんで隣で座っ
たとかして話しているうちに、相手が自分に必要なみ
がき屋さんだったりメッキ屋さんだったりして、「今
度うちの仕事してくれますか？」「それでは一度見せ
てください」などと仕事のやり取りの約束が出来てし
まうなどしていたようです。
また三条工業会には500社以上の企業が所属してい
る訳ですが、新年会などの席で、お隣の方が一体何を
されている方なのか、名刺を交換して、自己紹介する
までわからない事が多いのです。
もっとお互いを知るべきなのです。そのために必要
な事が「情報の共有化」なのです。工業会504社全員
が自分の情報を公開して、そのネットワークの中で共
有すれば、最初に申し上げた、自社で出来ない30％を
満たしてくれる相手をより簡単に見つけることが出来
るのです。
クローズドサイトで組合員同士の情報共有を推進
し、オープンサイトで顧客よりの引合情報を即時に工
業会組合員全体で共有する。「情報の共有化」をその
まま具現化したシステムが越後ものづくりネットワー
クです。
５．システムを構築するにあたり、意識したこと
（添付資料：1-1、1-2参照）
（ア）ITのビジネス利用に対しては組合員間にか
なりの温度差がある
（イ）掲示板のみならずホームページ自体を組合員
が見に行かない。
これまでの一般的なシステムでは引合が来ても
組合員が気がつかない。
（ウ）積極的参加者のみならず受動的参加者にも均
等に機会を与えるシステムである。
① 引合が来たら全組合員にメールで概略をお
知らせる
② お知らせメールに該当受注の詳細が見える
ページへのリンクを貼る
③ 上記に限らず、全ての情報がメールによっ
て配信され、積極的にホームページをチェッ
クしなくとも必要な時だけ、お知らせが入り、
情報を得る事が出来るシステムになってい
る。
〈１〉このシステムの底辺にある思想は、極端
に言いますと、IT習熟度が低くとも、電
子メールの受信さえ可能であるならば、参
加が可能なシステム、言い換えれば、受注
引合が向こうからやってくるシステム、消
極的参加者にも均等な機会を与えるシステ
ムであるということです。
〈２〉しかし積極的参加者には、自社のデータ
ベース記載内容を、充実させていく事によ
り、より多くの機会を得る事が可能になっ
ております。
〈３〉現在では、より間口を広げ広範囲な受注
に対応し、かつ引き合いの成約率を高める
ため、工業会事務局の涌井専務理事がパッ
ケージャーを勤め、各受注に対し積極的に
組合員に働きかけ、顧客と組合員の潤滑油
の役目を果しております。その流れの中か
・アクセス数：29066（2004.2/16-2005.1/25）
・発注者登録数：111社
・引合案件：270件
・契約件数：31件
・契約金額：合計３億円
（平成16年12月末に２億５千万円の契約が成立）
詳しくは、
「日本経済新聞」 2005年１月26日号
「新潟日報」 2005年１月27日号
「朝日新聞（新潟版）」 2005年１月27日号
らも多くの受注を受けております。
その内容及び結果は組合員向けに、専用掲
示板で公開されています。
６．まとめ
以上、越後ものづくりネットワークの概略について、
記述いたしました。このネットワークをより有効活用
することにより、さらなる地域の活性化が可能だと信
じております。
なお、越後ものづくりネットワークの現状（平成17
年１月25日現在）は次のとおりです。
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１．受注引合い情報共有化システム、大容量データ転送システム要件定義
1-1．越後ものづくりネットワークの目的
1-2．システム化における環境等の前提条件
以下、前記目的のうち、受注引き合い情報の共有化に関する要件を整理しまとめる。
－　－6
1-3．機能の洗い出し
1-4．会員管理機能
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1-5．発注者インターフェイス機能
1-6．引き合い情報管理機能
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1-7．工業会会員インターフェイス機能
1-8．大容量転送機能、メール転送の流れ
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２．受注引合い情報共有化システム、大容量データ転送システムイメージ図
2-1．システム全体イメージ図
2-2．引き合い情報共有化の流れ
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2-3．引き合い情報の共有化イメージ図
2-4．大容量データのネット上でのコミュニケーション機能
